
≪注意事項≫
・本サービスには音声通話は含まれません。※別途初期費16,000円（税込17,600円）かかります。初期費は初月のみ発生致します。2ヵ月目以降は発生致
しません。
・追加オプション（タブレット）は1式に対して1台まで追加可能です。

ウェアラブルカメラ（バッテリー予備1個計2個）、モバイル
ルータ(SIMカード含む）、タブレット（SIMカード含む、ACアダプ
タ含む）、カメラ取付用アタッチメント、ポーチ類、専用ケース
（伸縮棒、カメラなどの専用充電ケーブル及びAC電源含む）、
ライセンス費、クラウドサーバ費、カメラ側/タブレット側SIM
カード通信費、ソフトウェア・ハードウェア保守費、サポート窓口

29,800円
（税込32,780円）

8,600円
（税込9,460円）
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国土交通省　2022年度工事現場で行う遠隔臨場の原則適用を目指すと発表

遠隔臨場対策 ウェアラブルカメラ

遠隔臨場とは・・・
ウェアラブルカメラ等を利用した作業員が
リアルタイム配信を行い、遠隔地でも監督者／検査員が
現場の立会い等を行うことです。

関東地方整備局（2021年度）の遠隔臨場以降方針　※関東地方整備局ホームページより抜粋
◎本官工事は発注者指定型により試行
◎分任官工事は3億円以上は発注者指定型により試行
　なお、3億円未満の工事は立会い頻度が多い工事など遠隔臨場の効果が期待できる工事に
ついて事務所長が発注者指定型に指定して試行

◎その他の全ての工事についても受注者へ意向を確認し試行を実施
（効果が期待されるもの、新型コロナウィルス感染症の感染拡大防止にも寄与するものは
  発注者指定型として扱う）
※「発注者指定型」とは試行に関わる必要な全額を発注者が負担する方式

地方整備局の動き （例：関東地方整備局）

◎利用シーン◎
段階確認／材料確認／立会い

《映像に特化したウェアラブルカメラをご提供》 専門知識一切不要、機器設定不要、
携帯キャリアとの契約も不要、

“誰でも届いたその日から即利用”できます

映像酔いの要因である
ブレを極限まで抑止

作業者側はカメラとルータの
電源を入れるだけ
監督者側はタブレットの電源を入れて
接続したいカメラ番号を選択するだけ

IP67レベルの防水機能により
悪天候での作業が可能

｜建設業だからこそこだわった 3つのポイント｜
① 強力な補正（ブレない映像）、ジンバル機能（水平維持）搭載

② シンプル装備、操作（利用前の機器設定不要）
③ 防水・防塵・耐衝撃性

モバイルルータ クラウドサーバ

専用タブレット

専用タブレット

インターネットから
申し込み

ウェアラブル
カメラ

全画面表示

通常画面

モバイルルータ
（電源ONするだけ）

映像視聴
タブレット

タブレットを
監督者へ
送付ください

カメラ、モバイルルータを
現場でご利用ください
※タブレットは必要に応じて

※2台目タブレットはオプション

15営業日以内に
お客様へお届け

完全ワイヤレス

ウェアラブル
カメラ

◎録画機能付き◎
専用サイトからパソコン等で確認が可能です。

ユーザ名／パスワード付きで
セキュリティ対策も万全です。

拠点A

遠隔臨場監督者現　場

拠点B

主なお届け品


